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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096‒234‒1113( 内線106)

■
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
限

　
度
額
適
用
認
定
証
の
利
用
を

　

国
民
健
康
保
険
に
は
、
医
療
機
関
な

ど
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
高
額
と
な
っ

た
場
合
、
後
か
ら
町
へ
申
請
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

額
が
払
い
戻
さ
れ
る
「
高
額
療
養
費
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
利
用
す
る

こ
と
で
窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま

で
に
な
り
ま
す
。
国
保
被
保
険
者
で

「
認
定
証
」
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

限
度
額
は
、
住
民
税
の
課
税
状
況
や

所
得
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
と
「
認
定
証
」
を
交
付
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
か

ん
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が

分
か
る
も
の

■
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
（
標
準

　
負
担
額
）
減
額
に
つ
い
て

　

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
は
、
診
療

や
薬
に
か
か
る
費
用
と
は
別
に
標
準
負

担
額
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
国
保
被

保
険
者
は
こ
の
標
準
負
担
額
が
減
額
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
減
額
の
適
用

を
受
け
る
た
め
に
は
、
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医

療
機
関
へ
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
減
額
の
適
用
後
、
入
院
日
数

が
90
日
を
超
え
る
「
長
期
入
院
」
に
該

当
す
る
場
合
に
は
、
食
事
代
の
自
己
負

担
額
が
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
「
認

定
証
」
と
入
院
期
間
が
確
認
で
き
る
も

の
を
準
備
の
上
、
町
住
民
生
活
課
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
は
８
月
１
日
（
水
）
か
ら

　

平
成
29
年
度
「
認
定
証
」
の
有
効
期

限
は
、
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

８
月
か
ら
は
改
め
て
区
分
を
判
定
し
、

８
月
１
日
（
水
）
か
ら
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
必
要
が
あ
る
人
は
町
住

民
生
活
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
処
理
施
設
・
し
尿
処
理
施
設

町環境衛生課（町水道センター内）　TEL096‒234‒1169

■
ご
み
処
理
施
設
・
し
尿
処
理
施
設

　
の
建
設
候
補
地
に
つ
い
て

　

益
城
町
、
嘉
島
町
、
西
原
村
、
御
船

町
、
甲
佐
町
、
山
都
町
お
よ
び
「
益
城
、

嘉
島
、
西
原
環
境
衛
生
施
設
組
合
」
、

「
御
船
町
甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合
」
、

「
御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合
」
で
構
成

す
る
熊
本
中
央
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

整
備
促
進
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」

と
い
う
）
で
は
、
昨
年
６
月
、
民
意
お

よ
び
専
門
的
見
地
か
ら
建
設
候
補
地
を

評
価
す
る
た
め
、
地
域
住
民
お
よ
び
有

識
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
諮
問
機
関

「
熊
本
中
央
新
施
設
建
設
候
補
地
評
価

委
員
会
（
以
下
「
評
価
委
員
会
」
と
い

う
）
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
評
価
委
員
会
に
お
い
て
評

価
方
法
・
基
準
な
ど
を
決
定
し
、
公

募
・
推
薦
に
よ
り
ご
応
募
い
た
だ
い
た

建
設
候
補
地
10
カ
所
の
適
性
評
価
が
行

わ
れ
、
今
年
１
月
に
そ
の
結
果
に
つ
い

て
協
議
会
が
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

■
最
終
建
設
候
補
地
を
決
定

　

最
終
建
設
候
補
地
の
選
定
に
あ
た
っ

て
は
、
評
価
委
員
会
の
答
申
内
容
を
最

大
限
に
尊
重
し
、
併
せ
て
本
事
業
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
地
域
住
民

や
地
権
者
と
の
合
意
形
成
の
難
易
度
な

ど
を
踏
ま
え
総
合
的
に
検
討
を
行
っ
た

結
果
、
こ
の
た
び
公
募
に
よ
り
応
募
い

た
だ
い
た
中
か
ら
、
5
月
17
日
（
木
）

の
協
議
会
に
お
い
て
、
「
古
閑
原
・
古

閑
迫
地
区
」
（
御
船
町
大
字
上
野
）
を

最
終
建
設
候
補
地
と
し
て
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
、
地
元
で
の
説
明
会
を

経
て
、
速
や
か
に
用
地
取
得
に
取
り
掛

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の
稼
動
時

　
期
は
平
成
37
年
度
を
目
標

　

な
お
、
目
標
で
は
新
た
な
ご
み
処
理

施
設
の
稼
働
時
期
を
平
成
37
年
度
と
し

て
い
ま
す
が
、
熊
本
地
震
や
、
そ
の
後

の
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
各

町
村
の
財
政
状
況
は
想
定
以
上
に
厳
し

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
建
設
工
事
へ
の

着
手
時
期
に
つ
い
て
は
、
各
町
村
の
財

政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
（
6
月
7
日
現
在
）

最終建設候補地の
決 定 に つ い て

御 船 町 の 古 閑 原・ 古 閑 迫 地 区 に 決 定
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詳しくは町住民生活課へお問い合わせください
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空
き
家
・
空
き
店
舗
利
活
用

町地域振興課　TEL096‒234‒1154（内線234）

■
空
き
家
・
空
き
店
舗
・
空
き
地

　
（
宅
地
）
を
登
録
し
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
「
空
き
家
お
よ
び
空
き
地

（
宅
地
）
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
」
と
、「
移

住
な
ど
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
」
の
橋
渡

し
を
行
う
た
め
、
「
甲
佐
町
空
き
家
バ

ン
ク
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

　

物
件
の
登
録
か
ら
契
約
ま
で
は
、
次

の
よ
う
な
流
れ
に
な
り
ま
す
。

①
登
録
申
請　

　

登
録
は
、
町
地
域
振
興
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

・
「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
申
込
書
」

・
「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
カ
ー
ド
」

・
「
位
置
図
・
間
取
り
図
」

・
「
土
地
お
よ
び
建
物
の
写
真
」

・
「
不
動
産
登
記
事
項
証
明
書
（
全
部

　

事
項
証
明
）
」

②
現
地
調
査　

　

物
件
の
現
地
調
査
を
し
ま
す
。
所
有

者
な
ど
の
同
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
は
町
職
員
と
（
一
社
）
熊
本
県

　

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
会
員
が
行

　

い
ま
す
。

③
登
録

　

調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。

※
登
録
物
件
情
報
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

④
紹
介
・
案
内

　

登
録
さ
れ
た
物
件
の
見
学
希
望
者
の

案
内
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
町
職
員
が
日
程
調
整
を
行
い
ま
す
。

⑤
契
約

　

契
約
は
、
当
事
者
間
ま
た
は
宅
建
協

会
会
員
を
通
し
て
締
結
し
ま
す
。

※
宅
建
協
会
会
員
を
通
し
て
契
約
を
行

　

う
場
合
は
、
仲
介
手
数
料
が
発
生
し

　

ま
す
。

※
契
約
は
、
当
事
者
間
で
締
結
す
る
か

　

ま
た
は
宅
建
協
会
会
員
を
通
し
て
締

　

結
す
る
か
を
選
択
し
ま
す
（
宅
建
協

　

会
会
員
を
通
し
て
契
約
が
で
き
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

※
物
件
の
売
買
・
賃
貸
借
の
交
渉
お
よ

　

び
契
約
に
つ
い
て
は
、
町
は
関
与
し

　

ま
せ
ん
。

空 き 家 バ ン ク に
登 録 し ま せ ん か

詳しくは町地域振興課にお問い合わせください

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096‒234‒1113 （内線104）　

■
納
付
済
期
間
が
満
た
な
い
場
合
に

　
任
意
加
入
で
受
取
額
を
増
や
せ
ま
す

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
40
年
間
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
納

付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
受
取
額
を
満

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
免

除
期
間
な
ど
が
原
則
と
し
て
10
年
以
上

（
平
成
29
年
８
月
１
日
に
25
年
か
ら
10

年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
）
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
は
、
65
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
と
し

て
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

■
海
外
在
住
の
場
合
も
加
入
で
き
ま
す

　

海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ

方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
方
法

は
、
国
内
に
い
る
親
族
な
ど
の
協
力
者

が
ご
本
人
の
代
わ
り
に
納
め
る
方
法
と
、

日
本
国
内
に
開
設
し
て
い
る
預
金
口
座

か
ら
引
き
落
と
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方
と
申
請
方
法

�

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

・
年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
は
、
65
歳

　

に
な
る
前
の
月
ま
で

・
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い

　

方
は
、
65
歳
に
な
る
前
の
月
ま
で

・
外
国
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
65
歳
未

　

満
の
日
本
人

　

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
、
通
帳
、
認
印
、
金
融
機

関
届
出
印
を
準
備
の
上
、
町
住
民
生
活

課
ま
た
は
熊
本
東
年
金
事
務
所
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

ご 存 知 で す か？
国民年金の任意加入制度

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください


